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中心市街地は、商業、業務、文化、娯楽など様々な機能が集積する地区であり、人だけ

でなく、多くの物資が集中する地域である。しかしながら、各施設に供給される物資を運ぶ

端末物流は、地域内における路外荷さばきスペースの不足など、様々な課題を抱えている

状況にある。 

そこで、東京都市圏交通計画協議会が実施した第５回東京都市圏物資流動調査（H25

～H26）では、複数の中心市街地を対象として、端末物流の実態や課題を把握することを目

的とした調査が実施された。また、その結果を活用し、「端末物流対策の手引き」が作成さ

れた。 

本稿は、調査から得られた中心市街地における端末物流の課題や近年の状況変化につ

いて報告するとともに、今後の端末物流のあり方についての知見を整理することを目的とす

るものである。 

 


